Ｒ１年度　第６７回岐阜県高等学校演劇大会 運営の流れについて 　　　  2019.7.
(1)基本的事項
①
大会基本方針・スローガンに沿って、大会参加者の輪を広げ、大会を成功させよう。
②
各係となる生徒実行委員や顧問の指示を守り、大会の円滑な運営に心がけよう。
③
他校の上演を積極的に見て感動を分かち合い、幕間研究・交流会にも積極的に参加しよう。
(１)基本方針

　①岐阜県高校演劇のフェスティバルである。

　②劇作･上演のレベルアップを目的とし、参加者は原則的にすべての上演を観劇する。

  ③各校は原則的に上演に関するすべてを自校で行い、生徒実行委員会は最低限度の補助をする。

　④生徒実行委員は顧問の指示を守り、大会の円滑な運営に心がける。

(２)全　般
　①
創作の場合を除き、著作権者から上演許可・個人または公的機関によるビデオ撮影の許可を、必ず得てください。上演許可書が提出されない場合は、上演することができません。なお、創作の場合にも、一部借用のある場合は注意してください。ご不明の点は専門部長にお尋ね下さい。
　②
会場に持ち込む道具類・装置には、学校名を必ず記入してください。
　③
会場の備品を使用する場合には、必ず舞台監督会議でご相談ください。
　④
使用する設備・会場・備品を傷つけたり汚すことのないよう、丁寧に扱ってください。
　⑤部外者（保護者、OB, 友人など）は楽屋やステージに入れません。差し入れなどは、受付に預けるようにして下さい。

　⑥
「仕込み」「撤去」「場面転換」が安全かつ落ち着いてできるよう、事前準備をお願いします。
　⑦上演６０分・仕込み１５分・撤去５分の時間制限の原則を守り、大会進行にご協力ください。
　⑧
事前に配布された資料に目を通していただき、見落としや記入もれのないようにお願いします。

　　十分な打ち合わせと最高のコンディションでの上演のために、大会について疑問な点があれば、

　　どんなことでも大会運営スタッフに質問してください。

(３)舞台監督
　①
舞台設営に関する対外的な折衝をするポストです。装置・照明・音響を含めて舞台全般を把握し、代表者としてすべて解決できるよう準備をしておいてください。

　　舞台監督会議、大会での上演時は、進行の係がご案内します。
　②舞台監督は仕込み･徹去時に腕章をつけて下さい。

  ③
上演に際しては、会場に到着後、上演に関わる進行の手順を確認してください。
またトラックの到着時間を搬出入にお知らせください。
　④
舞台監督会議における打ち合わせ(ヒアリング)

配布される進行表で、上演に関する予定を確認してください。

使用する楽屋の時間帯・場所を確認してください。

搬出入にトラックの到着予定時刻を連絡し、駐車場を確認してください。

「搬入」時刻は、仕込み直前の搬入のためにトラックを搬出入口につける時刻ですので、それ　 までに余裕を持って到着してください。

提出していただく資料＝進行(10部)、照明(10部)、放送・幕間(10部)、搬出入(10部）

学校紹介（A4版両面1,000部＋増刷用に原稿もお願いします）

脚本（30部）
       控えのため各校でコピーをとり、打ち合わせた事柄が書き込めるように準備してください。

     →《記入上の注意》参照

《記入上の注意》

・会館の管理上、すべての装置について申請が必要ですので、材質・高さなど安全性に注意点の
ある場面は、進行資料その1「上演等計画書」の「装置について」、進行資料その2「舞台正面図」にその旨を書き添えてください。また進行ヒアリング時に申し出てください。
・舞台上で家庭用電源を使用される場合は、進行資料その1「上演等計画書」の「装置について」にその旨を書き添えてください。また進行・照明の両方のヒアリング時に申し出てください。
・リハーサル時に装置を入れる場合は、進行・照明・搬出入のヒアリング時に申し出てください。
・部員のバス移動、顧問の先生方の乗用車など、トラック以外に駐車場の確保を必要とされる場合は、「搬出入」資料の「部員の会場までの交通手段」に記入してください。

(４)リハーサル

　①
開始5分前までに、ホール入り口（ピアノ前）に集合してください。進行の担当者がホール内に案内します。
　②5分間の入れ替え時間内に、花道での発声練習、持ち込み音響機材の接続確認、平台の準備等を行うことができます。撤去はリハーサル時間内でお願いします。

　③照明の振り合わせやゼラ入れを希望する場合は、必ずヒアリング時に申し出てください。ただし、リハーサル時間内で行い、時間内に原状復帰してください。
　④リハーサル時に会場備品を使用する希望のある場合は、ヒアリング時に申し出てください。撤去はリハーサル時間内でお願いします。
　⑤客席にてプロジェクタ等を使用する場合は、リハーサル時に場所の確認をし、仕込み時に場所の確保をしてください。
　⑥
進行と照明の最終ヒアリングを、リハーサル終了直後に搬出入口器具庫前で行います。特に変更のない場合も「ない」という打ち合わせを行いますので、舞台監督・照明担当者は集合してください。
(5)バミリ
　①
バミリは進行表で指定された色で、リハーサル時に行ってください。バミリテープは８月１日に進行ヒアリングでお渡しします。バミテの使用は最小限にしてください。
　②
上演後に進行が撤去しますので、学校名を必ず書いてください。
　③
蓄光テープを使用する場合は、仕込み時間中にバミリの上に重ねて貼ってください。
　④
照明等が白色を使用しますのではがさないでください。
(6)楽屋入り・舞台袖への移動
　①
進行表に従って、指定の時間内で楽屋とリハーサル室の使用をお願いします。
　②
楽屋での作業・打ち合わせは静かに行い、備え付けの鏡・洗面台はきれいにして退室してください。ゴミは持ち帰りください。
　③前の上演校の終了5分前に進行が案内に行きますので、仕込みの準備をお願いします。
　④
昼休み後すぐの上演の場合は、仕込みを行ってから昼休みとしますのでご注意ください。
(7)搬　入
　①
搬出入は各校とも、舞台下手の搬出入口から直接行います。
　②
前の上演校が撤去した後に搬入を行います。前日等も含め、前もって装置を会館内に降ろすことはできませんので、ご了承ください。
　③
作業等の事情でトラックから降ろす必要のある場合、駐車場には屋根がありませんので突然の雨等に備えて、地面を保護するようブルーシートを各校で準備してください。
　④
作業は打ち合わせたエリア内で行ってください。作業用に電源等必要な場合は、ヒアリングにて申し出てください。尚、延長コードは各校で準備してください。
　⑤
前日からトラックを駐車する必要のある場合は、ヒアリングの際に申し出てください。

　⑥搬出入口の扉のサイズは、縦290㎝・横190㎝です。この大きさを超えるものは入りませんのでご注意ください。
(8)仕込み・装置
　①
舞台監督・部顧問は必ず舞台上で立会いをお願いします。

　②仕込みを行うのは上演校と進行のみとします。
　③
仕込み手順は【前の上演校（袖幕up,撤去）ののち 照明仕込みのサスdown →サスup→ 装置の搬入 →袖幕down→ 照明の振り合わせ 】です。

  ④仕込み時間開始は進行の「仕込みを始めてください」のコールです。舞台監督は仕込みが終わったらすぐに「仕込み終了しました!」と大きな声でコールしてください。照明仕込みと吊りものの作業時間は仕込み時間には入れません。
　⑤
仕込み時は、必ず全員が履物をはいてお願いします。
　⑥
床面は釘を打つことはできません。また、布ガムテープで床面に直接張ることはできません。養生テープを使用して下さい。
　⑦
舞台に傷をつけたり、色の跡をつけたりしないようご配慮ください。ブロックの下にはベニヤやゴム等を敷くようにし、ひきずって動くもの(キャスターなど軽いものを除く)は原則として避けてください。どうしても必要な場合は、ヒアリング時にご相談ください。
　⑧
平台にけこみを釘で打つことが可能です(画鋲は不可)。進行による作業の手伝いを希望される場合は上演当日に進行に釘をあずけてください。

　⑨
平台等の会場備品は進行で必要数を上手袖に準備します。ヒアリング時に申し出てください。
　⑩
袖幕を使って、片側約１尺分ずつ舞台を狭くすることができます。袖幕・引き割り幕を操作される場合は、上演校にてお願いします。（撤去時の戻しも必ず行ってください。）
　⑪
紙ふぶき・雪など、上演後に舞台上で掃除が必要な場合は、ヒアリングで申し出てください。
　⑫
水・生もの・生火(爆竹・花火・おもちゃのピストルなど火薬を使用するものも含む)は禁止です。
　⑬
スモークマシン・クラッカー等効果機器を使用される場合は、事前許可が必要になりますのでヒアリングで申し出てください。急な使用はできません。
　⑭
会場備品（下記表）は必要数を進行で準備しますので、ヒアリング時に申し出てください。

	物　品　名
	     　 寸　法
	  数　量
	         　備　　考

	　 平　　台


	４尺×６尺×0.4尺
	   ２５
	

	
	３尺×６尺×0.4尺
	   ２０
	

	
	２尺×６尺×0.4尺
	   ２５
	

	
	３尺×４尺×0.4尺
	    ２
	

	　 開き足（高）


	６尺×2.4尺

４尺×2.4尺

３尺×2.4尺
	   １０

   １０

   １０
	平台との合計で84.8㎝の高さになります



	　 開き足（中）


	６尺×1.7尺

４尺×1.7尺

３尺×1.7尺
	   １０

   １０

   １０
	平台との合計で63.6㎝の高さになります



	　 箱　　馬
	1尺×1尺× 0.6尺
	   ３０
	

	　ウエイト　
	10ｋｇ
	
	

	ヒナ段用階段
	 2段
	   ２
	


　＊陰階段・人形立てはありません。

(9)吊りもの

　①
吊りものがある場合はヒアリングで申し出てください。使用するバトン（舞台図上の「美術バトン1.2.4.5.」のいずれか）、吊りものの重さ・幅・高さ・奥行きを装置図の余白に記入してください。
　②
舞台の安全上、あまり重量のあるものは吊れません。ヒアリング時に吊りものの重量をお知らせください。
　③
吊りこみは原則として、上演前日夕方の[照明仕込み]時に行います。撤去は午前の上演校は午前の上演終了後すぐ（昼休みの前）、午後の上演校はその日の上演終了後すぐに行います。
　④
吊り込み時には綱へのバミリを自校でお願いします。
　⑤
上演中の吊りものの昇降を希望される場合は、ヒアリングにて申し出てください。綱元は原則として会館スタッフが担当しますので、上演校がタイミングを合図してください。
　⑥
照明に近い位置に吊りこむものは防炎対策(着火しないように！)をお願いします。
　

(10)照明　
　①
上演中の調光卓・ピンスポ等操作は上演校で行ってください。ピンスポは操作する人が事前に練習してください。
　②
特殊な機器の操作、持ちこみ機材については、ヒアリング資料に記入の上ご相談ください。
　③
ゼラの色は操作表に従って記入してください。操作表の空欄には希望の色を入れることができます。会館に希望するゼラの色がない場合は、上演校で準備して下さい。
  ④舞台上で照明の指示をする担当者は、仕込み時に腕章をつけてください｡
  ⑤フロントの振り変えをする場合は、仕込前に緞帳を上げて行います。

(11)効果　
　①
ミキサー１台・CDデッキ２台、ワイヤレスハンドマイク３本を準備します。
　　　ミキサー…YAMAHA　MGP24X
　　　CDデッキ…TASCAM　CD200SB、TASCAM  MD/CD1MKⅢ
　②
音は舞台両袖メインススピーカー(L・R)とプロセニアム(C)から出ます。
　③
舞台上に演技者用のモニタースピーカー(L・R)を設置します。
　④
音響操作席は客席後方に設置します。機材操作は上演校で行ってください。
　⑤
持ちこみ機材および①に記載されていない機材については、ヒアリング資料に記入し、ご相談ください。

(12)ベル・緞帳
　①
ベルは進行が操作します。上演開始までの流れは以下のようです。
【(3分前)1ベル→会場案内アナ→作品名・学校名アナ→2ベル（客電Off）→ 上演】
　②
緞帳操作は下手にて進行が行います。上演校の緞帳きっかけ(昇降のタイミング)を出す責任者を決めていただき、1ベル前には下手に待機してください。降ろす時も合図してください。
　③
緞帳の昇降時間は約20秒です。必要に応じて各校で確認してください。
　④客電のOn・Offは生徒実行委員が行います。

　
(13)上演・講評
　①
上演開始のきっかけ(緞帳・音・セリフ・役者の動きいずれかのスタート)から計時し､音が消える等全てが終了するまでの上演時間が60分です。
　②
各校別講評は次の学校の上演後すぐに楽屋で行います。その日の最終上演校は、上演終了２０分後から行います。
(14)撤去
　①装置を置く場所がほとんど確保できないため、原則として、上演後に完全撤去をお願いします。
　②
完全撤去後に、次の上演校の搬入・仕込みを開始します。
　③会館の外へ出し切れない恐れのある場合は、ヒアリングにてご相談下さい。

　④袖幕・引き割幕を操作された場合は、上演校にて現状復帰してください。
　⑤
舞台監督は、両袖の忘れ物確認を行ってください。
　⑥
すべての撤去が完了した時点で、舞台監督は「撤去完了しました」と進行に告げてください。
　⑦
搬出する各校の装置は、いったんすべて搬出入口外に出します。次の上演校の搬入が終わった後に、改めてトラックに積みなおしてください。
　⑧
積み込み前に解体等の作業をされる場合、ヒアリングで申し出た上で、打ち合わせたエリア内で作業を行ってください。延長コードは各校で準備してください。
(15)会場・幕間・広報
　①
ホール内・リハーサル室での飲食はできません。昼食等は多目的ホール、多目的ホール前ロビー、およびホワイエでお願いします。
　②
上演中のフラッシュ撮影は厳禁です。携帯電話は音の出ない状態にしてください。
　③上演中のホールへの出入り・移動は､他の人の迷惑にならないように配慮してください。

  ④客席は互いに声を掛け合って､席詰めにご協力願います。

  ⑤
ビデオ撮影は受付で許可を得て記帳した後、黄色い名札をつけ、客席後方のビデオ席でお願いします。コンセントを用意します。
　⑥幕間討論では、テーマについて考えたことや感動した点を積極的に発表し、劇の理解を互いに深めましょう。
　⑦
大会の最終日には、上演後アンケート・メッセージボード、学校別講評をまとめたものを上演校ごとにお渡しします。
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